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河合町子ども・子育て支援事業計画策定のための 

   子育て支援に関するニーズ調査 ≪就学前児童のいる世帯≫ 

 

調査の趣旨とご協力のお願い 

                                    令和６年 1 月 

住民の皆さまへ 

                                   河合町長 森川 喜之 

 

住民の皆さまには、日ごろより子ども施策にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうござ 

います。 

  河合町では子ども・子育て支援法に基づき、令和２年度～令和 6 年度（202０年度～202４ 

 年度）を計画期間とする「第２期河合町子ども・子育て支援事業計画」を策定し、各種の子育て 

 支援施策を実施しています。 

今回、令和７年度(2025 年度)を始期とする「第３期河合町子ども・子育て支援事業計画」の 

 策定にあたり、幼稚園や保育所、認定こども園などの教育・保育施設のニーズや一時預かり、病 

 児保育などの子育てに関する支援サービスのニーズなどを把握するため、調査を実施します。 

調査票を受け取られた皆さまにおかれましては、ご多忙のことと存じますが、調査にご協力い 

ただきますよう、お願いします。 

 なお、ご記入いただきました内容につきましては、すべて統計的に処理し、数値的な統計資料を得 

る目的以外には使用しませんので、率直なお答えとご意見をお聞かせいただきますよう、お願いします。 
 

調査票ご記入についてのご注意 
 

１．この調査票は、町内にお住まいの０歳から５歳児（就学前）までのお子さまがおられる 

世帯にお送りしています。回答は、宛名のお子さまの保護者の方がお答えください。 

※世帯に複数お子さまがおられる場合は、一世帯に一通となるよう送付しています。 
 
２．今回のニーズ調査の対象は宛名のお子さまです。特に指定がある場合以外は、宛名のお 

子さまの子育てに関してお答えください。 
 
３．お答えは、設問にしたがってあてはまる番号に○印をつけてください。設問によっては 

お答えいただく設問が次問以降に進む場合があります。この場合も指示にしたがってく 

ださい。また、数字などをご記入いただく設問もあります。 
 
４．特に指定がある設問を除き、回答内容は記入日現在の状況をご記入ください。 

 
５．ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れ、お名前を書かずに、 

令和６年２月９日（金）までにご提出ください。 

 

 

お問い合わせ  河合町子育て支援課  

電話 0745－57－0200（内線 167） ／ FAX 0745－58－2010 
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お住まいの地域について 
 

問１ お住まいの小学校区についてあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

校 区 名 校区に該当する住所 

１．河合第一小学校区 
池部 西穴闇（下記除く） 泉台 川合 長楽 佐味田 山坊（下記除く） 穴闇
（下記除く） 

２．河合第二小学校区 

薬井 大輪田 星和台 中山台 広瀬台 城内 
高塚台 西山台 久美ケ丘 彩りの杜 城内 125-6（ピアッツァコート） 
山坊 715～718、755～763、841～842、845、851～854、857、
858 
穴闇 505、536～569、621～628、632～699、1145、1146、
1173、1178  西穴闇 326、327 

 

宛名のお子さまとご家族の状況について 
 
問２ 宛名のお子さまの生年月をご記入ください。また、現在養育されているお子さまは何人ですか。

また、末っ子のお子さまの生年月をご記入ください。□内に数字でご記入ください。 

宛名のお子さまの生年月 西暦          年     月生まれ  

お子さまの数   人  

末っ子のお子さまの生年月 西暦          年     月生まれ 

 

問３ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さまからみた続柄で、あてはまる 

番号１つに○をつけてください。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（       ） 

 

問４ この調査票にご回答いただく方に配偶者はおられますか（事実婚を含みます）。 

   あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない  

 

問５ この調査票にご回答いただく方以外に、同居している方についてお答えください。 

宛名のお子さまから見た続柄で、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．祖父  ２．祖母  ３．母親  ４．父親  ５．1～4 の兄弟または姉妹  

６．宛名のお子さまの兄弟または姉妹  ７．その他（          ） 

 

問６ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さまから 

みた続柄で、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 ５．その他（   ） 
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子どもの育ちをめぐる環境について 
 
問７ 宛名のお子さまをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時や用事のときには祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時や用事のときには子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いない  

 

問８ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。 

また、相談できるところはありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．いる／ある  ⇒ 問９へお進みください。 

２．いない／ない ⇒ 問１０へお進みください。 

 

問９ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる人は誰（どこ）ですか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．家族   ２．祖父母等の親族 ３．友人や知人  ４．近所の人      

５．地域子育て支援センター（豆山の郷）  ６．保健センター  

７．保育教諭  ８．幼稚園教諭  ９．民生委員・児童委員 

１０．かかりつけの医師  １１．役場の子育て関連担当窓口  

１２．その他（           ） 

⇒ 問１０へお進みください 

 

問１０ 宛名のお子さまの子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など） 

からどのようなサポートがあればよいとお考えでしょうか。ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問１１へお進みください 
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宛名のお子さまの保護者の方の就労について 
 
母親、父親それぞれについてお答えください。 
ひとり親家庭などの場合は、あてはまる方のみでお答えください。 
 

問１１ 宛名のお子さまの母親・父親の現在の就労状況は、次のどれにあてはまりますか。自営業や

自営業を手伝っている場合も含みます。あてはまる番号１つに○をつけてください。 
 
（１）母親 

１．フルタイム就労（※１） 

２．フルタイム就労だが、産休・育休・介護休業中 

３．パート・アルバイト（※２）等 

４．パート・アルバイト等だが、産休・育休・介護休業中 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

（２）父親 

１．フルタイム就労（※１） 

２．フルタイム就労だが、育休・介護休業中 

３．パート・アルバイト（※２）等 

４．パート・アルバイト等だが、育休・介護休業中 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 
 
※１ フルタイム：週５日、１日８時間程度の就労 
※２ パート・アルバイト：フルタイム以外の就労 

 

問１２ 普段の勤務時間はどのくらいですか。 

もっとも多いパターンでお答えください。休業中の方は休業前の状況をお答えください。 

不規則勤務の方は「１．不規則勤務」に○をつけ、できるかぎり多いパターンでお答えくだ 

さい。時間は、（例）「08 時 00 分」や「18 時 00 分」のように２４時間制で□内に数字 

でご記入ください。 

  （１）母親 １．不規則勤務   （２）父親 １．不規則勤務  

（１）母親 

①１週あたり ：  日 ②１日あたり：    時間    分 

③家を出る時刻：    時    分 ④帰宅時刻 ：    時    分 

 

（２）父親 

①１週あたり ：  日 ②１日あたり：    時間    分 

③家を出る時刻：    時    分 ④帰宅時刻 ：    時    分 

⇒ 問１２・１３へお進みください。 

⇒ 問１４へお進みください。 

⇒ 問１２・１３へお進みください。 

⇒ 問１４へお進みください。 
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問１３ 今後、転職や退職の希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 
 
（１）母親 

１．特にない（現在の就労スタイルを続けたい） 

２．フルタイム（※１）への転職希望があり、実現できる見込みがある 

３．フルタイムへの転職希望があるが、実現できる見込みはない 

４．パート・アルバイト等（※２）への転職希望があり、実現できる見込みがある 

５．パート・アルバイト等への転職希望があるが、実現できる見込みはない 

６．仕事をやめて、子育てや家事に専念したい 
 
（２）父親 

１．特にない（現在の就労スタイルを続けたい） 

２．フルタイム（※１）への転職希望があり、実現できる見込みがある 

３．フルタイムへの転職希望があるが、実現できる見込みはない 

４．パート・アルバイト等（※２）への転職希望があり、実現できる見込みがある 

５．パート・アルバイト等への転職希望があるが、実現できる見込みはない 

６．仕事をやめて、子育てや家事に専念したい 
 
※１ フルタイム：週５日、１日８時間程度の就労 
※２ パート・アルバイト：フルタイム以外の就労 

 ⇒ 問１５へお進みください。 
 
問１４ 今後、就労したいという希望はありますか。あてはまる番号１つに○をつけ、該当する 

    □内に数字でご記入ください。時間は、（例）「08 時間 00 分」のように、２４時間制で 

□内に数字でご記入ください。 

（１）母親 

１．特にない（子育てや家事に専念したい） 

２．１年後に就労したい ⇒１番下の子どもが   歳になったころ 

３．すぐにでも（１年以内に）フルタイム（※１）で就労したい 

４．すぐにでも（１年以内に）パート・アルバイト（※２）等で就労したい 

  ⇒①１週あたり ：  日 ②１日あたり：    時間    分 

 
（２）父親 

１．特にない（子育てや家事に専念したい） 

２．１年後に就労したい ⇒１番下の子どもが   歳になったころ 

３．すぐにでも（１年以内に）フルタイム（※１）で就労したい 

４．すぐにでも（１年以内に）パート・アルバイト（※２）等で就労したい 

  ⇒①１週あたり ：  日 ②１日あたり：    時間    分 

 
※１ フルタイム：週５日、１日８時間程度の就労 
※２ パート・アルバイト：フルタイム以外の就労 

 ⇒ 問１５へお進みください。 
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宛名のお子さまの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 
 
※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、問１６に示した幼稚園や保育所、認定こども園 
など、月単位で定期的に利用している事業のことをいいます。 

 

問１５ 宛名のお子さまは現在、平日に「定期的な教育・保育事業」を利用されていますか。あて 

はまる番号１つに○をつけてください。 

１．河合町内で利用している 

２．河合町外で利用している 

３．利用していない 

 

問１６ 宛名のお子さまは現在、平日どのような「定期的な教育・保育事業」を年間を通じて、利 

用していますか。また利用したいですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください（ 

町外で利用している場合も含みます）。 

※なお、現在、河合町では実施していない事業もあります。 

１．幼稚園 （通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育 （通常の就園時間以外に預かる事業のうち定期的に利用） 

３．認定こども園を幼稚園として利用 （１号認定。一時預かりは除く） 

４．認定こども園を幼稚園の預かり保育として利用 （１号認定。一時預かりは除く） 

５．認可保育所 （公立や私立の保育所） 

６．認定こども園を保育所として利用 （２号認定、３号認定。一時預かりは除く） 

７．小規模な保育施設（国が定める最低基準に適合した施設で定員が概ね６～19 人のもの） 

８．家庭的保育 （保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

９．企業主導型保育事業（企業が主に従業員の子どもを保育する認可外保育施設） 

1０．その他の認可外の保育施設 

1１．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

1２．居宅訪問型保育 （ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

1３．その他（            ） 

 

問１７ 宛名のお子さまが現在、平日に利用している「定期的な教育・保育事業」について、どの 

くらい利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 

１週あたり何日、１日あたり何時間（例）「08 時間 00 分」や利用時間帯を（例）「09 

時 00 分から 18 時 00 分まで」のように、２４時間制で□内に数字でご記入ください。 
 
（１）現在 

①１週あたり ：  日 ②１日あたり ：    時間    分 

③時間帯：    時    分から    時    分まで 

 

⇒ 問１６～１９へお進みください。 

⇒ 問２０へお進みください。 
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（２）希望 

１．現在のままでよい ２．現在とは異なる ⇒ 以下の①～③に記入 

①１週あたり ：  日 ②１日あたり ：    時間    分 

③時間帯：    時    分 から    時    分 まで 

 
問１８ 宛名のお子さまが現在、平日に「定期的な教育・保育事業」を利用されている理由につい 

てうかがいます。主な理由としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの教育や発達のため 

２．保護者が現在就労しているため 

３．保護者が就労予定、または求職中のため 

４．保護者が家族・親族などを介護しているため 

５．保護者が病気である、または障がいがあるため 

６．保護者が学生であるため 

７．その他（            ） 

 

問１９ 宛名のお子さまが現在、平日に通園・通所している「定期的な教育・保育事業」を選んだ 

理由についてうかがいます。主な理由としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．自宅からの距離、送迎時間 ２．保護者の通勤経路 

３．教育（保育）の時間 ４．施設の設備・環境 

５．小学校と同じ学区 ６．教育（保育）の方針・質 

７．子どもの友人関係 ８．保護者の友人関係 

９．利用料金 10．給食 

11．子どもの急病や保護者の急用時の対応 12．施設からの情報提供 

13．子どもと参加できる行事の開催 14．その他（            ） 

 ⇒ 問２１へお進みください。 

問２０ 利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。また□内 

    に数字でご記入ください。 

１．利用する必要がない  

（子どもの母親または父親が就労していない（育児休業中含む）などの理由） 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみているため 

３．近所の人や父母の友人・知人がみているため 

４．利用したいが、空きがないため 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できないため 

６．利用したいが、利用時間帯の条件が合わないため 

７．利用したいが、内容や場所などが希望と合わないため 

８．子どもがまだ小さいため ⇒   歳くらいになったら利用したい 

９．その他（            ） 
 
⇒ 問２１へお進みください。 
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宛名のお子さまの土曜日、日曜日・休日や長期休暇中の 

「定期的な教育・保育事業」の利用希望について 
 
問２１ 宛名のお子さまについて、土曜日と日曜日・祝日に「定期的な教育・保育事業」の利用希望

はありますか（一時的な利用は除きます）。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

希望がある場合は、利用したい時間帯を、（例）「09 時 00 分から 18 時 00 分まで」のよう

に、２４時間制で□内に数字でご記入ください。 

 ※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

   ⇒なお、「幼稚園」や「認定こども園の１号認定」を利用されている方は、問２３・２４へ 

お進みください。 
 
（１）土曜日 

１．利用する必要はない    

２．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい    時    分から    時    分まで 

 

（２）日曜・祝日 

１．利用する必要はない   

２．ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯 

３．月に１～２回は利用したい    時    分から    時    分まで 

 

問２２ 「３．月に１～２回は利用したい」に○をつけた方に伺います。毎週ではなく、たまに利 
用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

⇒ 「１．」「２．」に○をつけた方は、問２５へお進みください 

１．月に数回仕事が入るため ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため  

３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．リフレッシュのため 

５．その他（            ） 

⇒問２５へお進みください。 

 

問２３ 「幼稚園」や「認定こども園の１号認定」を利用されている方にうかがいます。 

    宛名のお子さまについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の「定期的な教育・保育 

    事業」の利用を希望しますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

希望がある場合は、利用したい時間帯を、（例）「09 時 00 分から 18 時 00 分まで」の 

ように、２４時間制で□内に数字でご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用する必要はない    

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 利用したい時間帯 

３．休みの期間中、週に数日利用したい    時    分から    時    分まで 
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問２４ 「３．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

   ⇒ 「１．」「２．」に○をつけた方は、問２５へお進みください。 

     毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけて 

ください。 

１．月に数回仕事が入るため ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．リフレッシュのため 

５．その他（            ） 

⇒問２５へお進みください。 
 
 

宛名のお子さまの病気の際の対応について 

（平日の定期的な教育・保育事業を利用する方のみ） 
 

問２５ 平日の「定期的な教育・保育事業」を利用している方にうかがいます。 
   ⇒ 利用していない方は、問２９にお進みください。 
 

 この１年間に、宛名のお子さまが病気やケガ等で通園ができなかったことはありますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．あった  ⇒ 問２６・２７へお進みください。 

２．なかった ⇒ 問２９へお進みください。 

 

問２６ その際、どのように対処されましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

□内に日数を数字でご記入ください（半日程度でも１日とカウント）。 

１．父親が仕事を休んだ   ⇒１年間に     日 

２．母親が仕事を休んだ  ⇒１年間に     日 

３．親族・知人に子どもをみてもらった  ⇒１年間に     日 

  （同居者・近居者を含む） 

４．父母の就労していない方が子どもをみた   ⇒１年間に     日 

５．病児・病後児の保育を利用した   ⇒１年間に     日 

６．ベビーシッターを利用した  ⇒１年間に     日 

７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた    ⇒１年間に     日 

８．その他（            ）    ⇒１年間に     日 
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問２７ その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

あてはまる番号１つに○をつけ、□内に日数を数字でご記入ください。 

将来にお子さまがもしも病気になったとしたら、何日くらい利用できるとよいと考えます 

か。 

 ※なお、利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となり 

ます。 

１．利用したいとは思わない       ⇒ 問２９へお進みください。 

２．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒１年間に     日 

                       ⇒ 問２８へお進みください。 

 

問２８ その場合、どのような事業形態が望ましいと思われますか。あてはまる番号すべてに○を 

つけてください。 

１．他の施設（例：幼稚園、保育所や認定こども園等）に併設した施設で子どもを保育する

事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業  

（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（            ） 

 ⇒ 問２９へお進みください。 

 
 

宛名のお子さまの地域子育て支援事業の利用などについて 
 
問２９ 宛名のお子さまは、町内の地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談を 

したり、情報提供を受けたりする場で、豆山の郷で行っている「つどいの広場」）などを利 

用していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。また、おおよその利用回数 

（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

 

１．地域子育て支援拠点事業を利用している 

  ⇒ ①１週あたり   回 もしくは ②１か月あたり   回 

２．その他の類似の事業を利用している（産後ケア事業など） 

  ⇒ ①１か月に      回 

３．利用していない 

 

問３０ 今後は、町内の地域子育て支援拠点事業を利用したいと思いますか。利用している方は 

今以上に利用したいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。また、 

おおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 
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※原則、利用者負担はありません。 

１．利用していないが、今後利用したい 

  ⇒ ①１週あたり   回 もしくは ②１か月あたり   回 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

  ⇒ ①１週あたり   回 もしくは ②１か月あたり   回 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

問３１ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと

思うものをお答えください。 

①～⑤の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて「はい」「いいえ」あるいは「機会があれば」

のあてはまる番号１つに○をつけてください。 
 

 Ａ Ｂ Ｃ 
 

知っている 
これまでに利用 
したことがある 

今後利用したい 

 １   ２ １   ２ １  ２  ３ 

 い
い
え 

   

は
い 

い
い
え 

   

は
い 

い
い
え 

 

機
会
が 

あ
れ
ば 

 

は
い 

①  保健センター産後ケア事業 １   ２ １   ２ １  ２  ３ 

② 保健センター乳幼児相談 １   ２ １   ２ １  ２  ３ 

②  児 童 の 発 育 ・ 発 達 等 の 相 談   
（子育て世代包括支援センター） 

１   ２ １   ２ １  ２  ３ 

④ 子育て支援センター事業 
（つどいの広場等） 

１   ２ １   ２ １  ２  ３ 

⇒ 問３２へお進みください。 
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宛名のお子さまの一時預かりなど不定期事業について 
 
問３２ 宛名のお子さまについて、この１年間で一時預かり事業を利用されましたか。 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、一時預かり事業を利用したものについて、あて 

はまる番号すべてに○をつけてください。□に１年間の利用日数を数字でご記入ください。 

１．一時預かり  ⇒１年間に     日 

  （保育園や認定こども園などで一時的に子どもを保育する事業） 

２．幼稚園や認定こども園の預かり保育    ⇒１年間に     日 

  （通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 

３．夜間養護等事業：トワイライトステイ   ⇒１年間に     日 

  （児童養護施設等で休日・夜間、子どもを預かる事業） 

４．ベビーシッター ⇒１年間に     日 

５．その他（            ）   ⇒１年間に     日 

６．利用していない ⇒ 問３３へお進みください。 

 

問３３ 現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業が地域にない 

３．地域の事業の質に不安がある 

４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い 

６．利用料がわからない  

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（            ） 

⇒ 問３４へお進みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問３４・３５へ 

お進みください。 
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問３４ 今後、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、一時預かり事業を年間何日くらい利用 

したいと思いますか。 

「１．必要がある」「２．利用する必要はない」のどちらか１つに○をつけてください。 

「１．必要がある」に○をつけた方は、あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

また、□内に１年間の利用日数を数字でご記入ください。 

※なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．必要がある ⇒ １年間に 計     日 

 １．私用（買い物、子ども・親の習い事等）、リフレッシュ目的 ⇒      日 

 ２．冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院 等 ⇒      日 

 ３．不定期の就労   ⇒      日 

 ４．その他（            ） ⇒      日 

２．利用する必要はない 

 

問３５ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子 

さまを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。 

「１．あった」「２．なかった」のどちらか１つに○をつけてください。 

「１．あった」に○をつけた方は、その際の対処方法はどのようにされましたか（預け先が 

見つからなかった場合も含みます）。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

また、□内に日数を数字でご記入ください。 

１．あった 〈対処方法〉   １年間の〈日数〉 

 １．（同居者・近居者を含む）親族・知人にみてもらった ⇒      泊 

 ２．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した ⇒      泊 

   （児童養護施設等で一定期間、子どもを預かる事業） 

 ３．ショートステイ以外の保育事業を利用した ⇒      泊 

   （認可外保育施設、ベビーシッター等） 

 ４．仕方なく子どもを同行させた  ⇒      泊 

 ５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた ⇒      泊 

 ６．その他（            ） ⇒      泊 

２．なかった 

 

⇒ 問３６へお進みください。 
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宛名のお子さまの小学校就学後の放課後の過ごし方について 
 
令和６年４月に小学校に入学されるお子さまについてうかがいます。 

 ⇒ 該当しない方は、問３９へお進みください。 
 
問３６ 小学校入学後に放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはま 

    る番号すべてに○をつけてください。□内に１週当たりの日数を数字でご記入ください。 

また、「５．学童保育所」に○をつけた方は、利用したい時間帯を、（例）「下校後１４時 

00 から１７時まで」のように、２４時間制で□内に数字でご記入ください。 
 
（１）１～３年生の時 

１．自宅   ⇒ 週   日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅  ⇒ 週   日くらい 

３．習い事・スポーツクラブなど  ⇒ 週   日くらい 

４．放課後子ども教室（※１）  ⇒ 週   日くらい 

５．学童保育所（※２）  ⇒ 週   日くらい 

         下校時から    時まで 

６．障がい児支援施設（放課後等デイサービスなど） ⇒ 週   日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター（※３） ⇒ 週   日くらい 

８．その他（公民館、公園など）  ⇒ 週   日くらい 

 

（２）４～６年生の時 

１．自宅   ⇒ 週   日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅  ⇒ 週   日くらい 

３．習い事・スポーツクラブなど  ⇒ 週   日くらい 

４．放課後子ども教室（※１）  ⇒ 週   日くらい 

５．学童保育所（※２）  ⇒ 週   日くらい 

      下校時から    時まで 

６．障がい児支援施設（放課後等デイサービスなど） ⇒ 週   日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター（※３） ⇒ 週   日くらい 

８．その他（公民館、公園など）  ⇒ 週   日くらい 
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※１ 「放課後こども教室」：地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポー
ツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利
用できます。 

※２ 「学童保育所」：保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子どもの生活
の場を提供するもの。事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

※３ 「ファミリー・サポート・センター」：育児の援助を受けたい依頼者と、育児の援助をしたい援助
者が登録し、会員同士が地域の中で子どもの世話を一時的に有料で援助し合う組織・事業。 

    なお、現在河合町では実施していない事業もあります。 
  
問３７ 問３６で「５．学童保育所」に○をつけた方にうかがいます。 

⇒ 該当しない方は、問３９へお進みください。 
 

問３８ 宛名のお子さまについて、土曜日と日曜日・祝日の学童保育所の利用希望はありますか。 

また、お子さまの夏休み・冬休みなどの長期休暇中の学童保育所の利用希望はありますか。 

（１）（２）（３）それぞれについて、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

希望がある場合は、利用したい時間帯を、（例）「14 時から 17 時まで」のように、２４時 

間制で□に数字でご記入ください。  ※事業の利用には、一定の利用料がかかります。 
 
（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時から    時まで 

３．利用する必要はない   

 

（２）日曜・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時から    時まで 

３．利用する必要はない   

 

（３）夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい    時から    時まで 

３．利用する必要はない   

⇒ 問３９へお進みください。 
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子育てと仕事の両立支援について 
 
母親、父親それぞれについてお答えください。 
ひとり親家庭などの場合は、あてはまる方のみでお答えください。 

  

問３９ 宛名のお子さまが生まれた時、育児休業を取得しましたか。あてはまる番号１つに○をつ 

けてください。 
 
（１）母親 

１．働いていなかった     ⇒ 問４８へお進みください。 

２．取得した（または取得中） ⇒ 問４１へお進みください。 

３．取得していない      ⇒ 問４０にお進みください。 

 

（２）父親 

１．働いていなかった     ⇒ 問４８へお進みください。 

２．取得した（または取得中） ⇒ 問４１へお進みください。 

３．取得していない      ⇒ 問４０にお進みください。 

 

問４０ 育児休業を取得していない理由はどのようなことでしたか。あてはまる番号すべてに〇を 

    つけてください。 

（１）母親 （２）父親 

１．職場に育児休業の制度がなかった 

２．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった  

３．仕事が忙しかった 

４．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

５．仕事に戻るのが難しそうだった 

６．昇給・昇格などが遅れそうだった 

７．収入減となり、経済的に苦しくなる 

８．保育所などに預けることができた 

９．配偶者が育児休業制度を利用した 

10．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもら

えるなど、制度を利用する必要がなかった 

11．子育てや家事に専念するため退職した 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満た

さなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）

を取得できることを知らず、退職した 

15．自営業主や家族従業者だった 

16．その他（            ） 

１．職場に育児休業の制度がなかった 

２．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった  

３．仕事が忙しかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえ

るなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．有期雇用のため育児休業の取得要件を満た

さなかった 

12．育児休業を取得できることを知らなかった 

13．自営業主や家族従業者だった 

14．その他（            ） 

 ⇒ 問４６へお進みください。  ⇒ 問４６へお進みください。 

 



- 17 - 

問４１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 
 
（１）母親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問４２～４５へお進みください。 

２．現在も育児休業中である     ⇒ 問４６へお進みください。 

３．育児休業中に離職した      ⇒ 問４８へお進みください。 

 

（２）父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問４２～４５へお進みください。 

２．現在も育児休業中である     ⇒ 問４６へお進みください。 

３．育児休業中に離職した      ⇒ 問４８へお進みください。 

 

問４２ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。 

あるいはそれ以外でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

※年度初めでの認可保育所入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育所に 
入所した場合なども「１．」にあてはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、 
実際には希望する保育所に入所できなかったという場合も「１．」を選択してください。 

 
（１）母親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった ２．それ以外だった 

 

（２）父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった ２．それ以外だった 

 

問４３ 育児休業からは、「実際」にお子さまが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。 

また、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

□内に数字でご記入ください。 
 
（１）母親 

①実際の取得期間：   歳     か月 ②希望取得期間：   歳     か月 

 

（２）父親 

①実際の取得期間：   歳     か月 ②希望取得期間：   歳     か月 

 

問４４ お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としては、

お子さまが何歳何か月のときまで取りたかったですか。□に数字でご記入ください。 
 

（１）母親 （２）父親 

  歳     か月   歳     か月 
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問４５ 問４３で実際の取得期間と希望取得期間が異なった方（①と②に記入した数字の異なる方） 
にうかがいます。  ⇒それ以外の方は、問４８へお進みください。 

     希望の時期に職場復帰しなかった（できなかった）のはどのような理由でしたか。 
 
（１）「希望」より早く復帰した方 

 
①母親 

１．希望する保育所などに入るため ２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため  ４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（            ） 

 

②父親 

１．希望する保育所などに入るため ２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため  ４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

５．その他（            ） 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方 
 
①母親 

１．希望する保育所などに入れなかったため ２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため ４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため ６．その他（            ） 

 

②父親 

１．希望する保育所などに入れなかったため ２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため ４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため ６．その他（            ） 

 ⇒ 問４７へお進みください。 

 

問４６ お子さまが１歳になったときに必ず利用できる保育事業があれば、１歳になるまで育児休 

業を取得しますか。または、預けられる保育事業があっても、１歳になる前に復帰しますか。

あてはまる番号１つに○をつけてください。 
 
（１）母親 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい ２．１歳になる前に復帰したい 

３．わからない 

 

（２）父親 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい ２．１歳になる前に復帰したい 

３．わからない 

⇒ 問４８へお進みください。 
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問４７ 現在、就労されている方にうかがいます。 

⇒ 該当しない方は、問４８へお進みください。 

子育てと仕事を両立させる上で大変だと感じることはどのようなことですか。あてはまる 

番号すべてに○をつけてください。 

１．日常的に残業や休日出勤が多い 

２．急な残業や休日出勤が多い 

３．子どもが病気やけがをした時に面倒をみてくれる人がいない 

４．自分が病気やけがをした時に面倒をみてくれる人がいない 

５．急な用事や冠婚葬祭などができたとき 

６．配偶者・パートナーや家族の理解・協力が得られない 

７．職場の理解・協力が得られない 

８．子どもの保育施設が見つからない 

９．子どもとの時間を確保することが難しい 

10．他に世話をしている人がいる 

11．その他（            ） 

12．特にない 

 

問４８  すべての方にうかがいます。 

子育てと仕事の両立支援として、企業にどのようなことを期待しますか。あてはまる番号 

    すべてに○をつけてください。 

１．日常的に残業や休日出勤をなくす、減らす 

２．急な残業や休日出勤をなくす、減らす 

３．子どもが病気やけがをした時に休暇を取りやすい環境をつくる 

４．育児休業制度・再雇用制度等を整備するとともに、制度を利用しやすい環境をつくる 

５．男性も育児休業制度を利用しやすくするなど、子育てに男性も参加できる環境をつくる 

６．事業所内に保育施設を設置する 

７．妊娠中や育児期間中の勤務を軽減する 

８．子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深めるための啓発を行う 

９．その他（            ） 

10．特にない 

 

 

こども誰でも通園制度（仮称）について 
 

生後６か月から２歳の未就園児の保護者の方にうかがいます。 

⇒ 該当しない方は問５４へお進みください。 

 

【こども誰でも通園制度（仮称）とは】 
 

国が創設を目指す「こども誰でも通園制度（仮称）」は、親が就労していなくても時間単位などで、子ど

も（生後６か月から２歳の未就園児）を保育所などに預けられる事業で、１人あたりの利用時間を「月

１０時間」を上限にする方針です。 

 

問４９ 「こども誰でも通園制度（仮称）」の導入は必要だと思いますか。あてはまる番号１つに 

○をつけてください。 
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１．必要だと思う  

２．どちらかと言うと必要だと思う 

３．どちらかと言うと必要だと思わない 

４．必要だと思わない 
 
問５０ どのような利用方法が望ましいと思われますか？あてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

１．定期的に子どもが通園する「定期利用」 

２．一時預かりのように様々な利用頻度で通園する「自由利用」 

３．その他（           ） 
 

 

問５１ 週にどれくらいの利用頻度が望ましいと思われますか？あてはまる番号１つに○をつ 

    けてください。 

１．週 1 日 

２．週 2 日 

３．週 3 日 

４．その他（           ） 

 

問５２ 月にどれくらいの利用時間が望ましいと思われますか？あてはまる番号１つに○をつ

けてください。 

１．1～2 時間 

２．3〜4 時間 

３．5〜6 時間 

４．７〜８時間 

５．その他（        ） 
 

 

問５３ こども誰でも通園制度（仮称）に関しまして、ご意見がございましたら、ご自由にご記 

入ください。 
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問５４ 最後に、子育てに対する思いやご意見、教育・保育環境の充実などに関しまして、ご意 

見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以上でアンケートは終了です。お忙しい中、最後までご記入いただきまして、ありがとうござ
いました。令和６年２月９日（金）までに、同封の返信封筒に入れてご提出ください。 


